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第 4章　参加者の技術提案書

 

参加者番号 参加者名

０２２ ・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計企業体

 

  

 

参加者番号 参加者名

０１２ 妹島和世建築設計事務所

 

 

参加者番号 参加者名

００１ 。

００７ 平田晃久建築設計事務所

０１０ 遠藤克彦建築研究所・ 設計共同体

０２１
株式会社石本建築事務所
株式会社畝森泰行建築設計事務所
企業組合針谷建築事務所

 

 ※参加者名は「掲載を希望する名称」とする 

 

参加者番号 参加者名

０２２ ・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計企業体

 

  

 

参加者番号 参加者名

０１２ 妹島和世建築設計事務所

 

 

参加者番号 参加者名

００１ 。

００７ 平田晃久建築設計事務所

０１０ 遠藤克彦建築研究所・ 設計共同体

０２１
株式会社石本建築事務所
株式会社畝森泰行建築設計事務所
企業組合針谷建築事務所

 

 ※参加者名は「掲載を希望する名称」とする 

1) 特定者・次点者の技術提案書 2) その他の技術提案書

 

参加者番号 参加者名

０２２ ・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計企業体

 

  

 

参加者番号 参加者名

０１２ 妹島和世建築設計事務所

 

 

参加者番号 参加者名

００１ 。

００７ 平田晃久建築設計事務所

０１０ 遠藤克彦建築研究所・ 設計共同体

０２１
株式会社石本建築事務所
株式会社畝森泰行建築設計事務所
企業組合針谷建築事務所

 

 ※参加者名は「掲載を希望する名称」とする 

4.2.  2 次参加者の技術提案書
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0 2 2 . C + A・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計企業体

第 4章　参加者の技術提案書
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0 2 2 . C + A・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計企業体

第 4章　参加者の技術提案書
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1 次セキュリティ
BDS( 出入口 )
2 次セキュリティ
講習終了者のみ
3次セキュリティ
スタッフのみ
EVEV

富士山

草薙神社
登呂遺跡

駿府城

三保の松原
日本平

Ｎ
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３次セキュリティライン

児童書
カウンター

総合案内
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＝
事務室
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協力車
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情報発信
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ものづくり
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テラス

外側のシースルー EV
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公開書庫の眺め
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大学コンソーシアム
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2次セキュリティライン

BDS
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テラス

ハーブテラス

一般開架公開
書庫

Mt.FUJI VIEW

富士山

草薙神社

閉架書庫
公開書庫

三保の松原
2次セキュリティ

1次セキュリティ

3重に守られた「知のサンクチュアリ」

3次セキュリティ

日
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平

登呂
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駿府城

従
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の
図
書
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プ
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図
書
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書架配置
空調環境

セキュリティ

BD
S

BD
S ▼1F

▼2F

▼3F

▼4F

▼5F

▼6F
▼7F
▼8F

中間層免震

STAFFSEMI
SECURITYALL USER ALL USER
閉架書庫

閉架書庫

貴重書庫地域資料

OFFICE

管理空調自然換気 +空調 自然換気+空調
一般開架

一般開架
OPEN

閉架
書庫

OPEN
SPACE
COLLUBORATION

お堀（吹抜け）
駿府城

⑤多様な情報アクセスを保障する多文化共生拠点
　〈サンクチュアリとしての図書館〉
⑥知的好奇心を刺激する〈ビブリオスケープ〉
⑦圧倒的な資料体の下に展開する
　〈ライブラリー・カレッジ〉
⑧「意味のイノベーション」を誘発する
　〈サロン・葵の会〉
⑨最先端のDX技術を活用したライブラリー
⑩駿府城の城郭・守られる葵文庫

“ふじのくに” の文化力を活かした
情報拠点

最先端のDX技術を活用した
ライブラリー

駿府城の城郭・守られる葵文庫

「意味のイノベーション」を誘発する
＜サロン・葵の会＞2-6

2-7

2-4

2-3

2-2

2-1

2-5

生きた情報・フィールドライブラリー

相互連携を誘発する空間のつながり

《1次提案書：テーマ2記載項目》

県立中央図書館では、既にスマートフォンで
の本の貸出が始まり「ふじのくにアーカイブ」
デジタルデータの充実と利活用も進んでいま
す。さらに蔵書点検用ロボットの活用や、本
棚の背表紙画像をデジタルデータの「仮想本
棚」としてオンラインでも本棚を見て選書で
きる（メタバースによる展開）など、職員の
負荷軽減と市民サービスへの活用を検討しま
す。静岡がオープンデータとして公開してい
る「VIRTUAL SHIZUOKA構想」データの活用
サポートなど、災害や産業、あらゆる活動に
生かせるDX、ICT活用を目指します。様々な
理由 で来館困難な利用者へのオンラインによ
るレファレンスサービスや資料利用、他の利
用者との交流を行う機会の創出など、実空間
と情報空間が融合した学びの場を創出します。

〈薬草テラス〉
静岡県には、徳川家康に端を発する駿府御薬園の歴史や、
静岡県立大学には薬学部の前身である薬科大学の薬用植
物園から移植された薬草園があります。産業界では医療
品産業がトップを占めるなど、静岡県にとって医療・健
康は重要なテーマです。

〈ものづくりテラス〉
静岡県は、駿河の技術に天竜杉など、家具や伝統工芸、
プラモデルなど、江戸時代から伝統的にものづくりが盛
んな地域です。「メディア ICTラボ」で加工したデータを
元に「ものづくりラボ」と「ものづくりテラス」で創作
活動を行ったり、伝統工芸の職人によるWSを開催し、
活動そのものをアーカイブ化するなど、内外が連続する
多様な空間が、静岡のクリエイティブな活動の可能性を
広げます。

富士見テラス富士見テラス
4F：薬草テラス4F：薬草テラス

1F：カフェからグランシップを見る1F：カフェからグランシップを見る

1F：タウンエントランス1F：タウンエントランス

多目的ホール多目的ホール

読み聞かせ部屋読み聞かせ部屋事務室事務室

児童書児童書

こども図書研究室こども図書研究室

文学のテラス文学のテラス

学習室学習室

ものづくりラボものづくりラボ

多目的ラボ多目的ラボ

イベントラボイベントラボ

スポーツテラススポーツテラス

ハーブテラスハーブテラス

ラウンジテラスラウンジテラス

薬草テラス薬草テラス

富士見テラス富士見テラス

3F：こどもテラス3F：こどもテラス

1F：ロータリー前イベント広場を見る1F：ロータリー前イベント広場を見る

1F：ものづくりテラス1F：ものづくりテラス

東静岡は、古代東海道の時代から交通の要衝で
あり、新たな結節点としても重要な場所です。
MLA、文化施設、伝統工芸、農産物、演劇、大道芸、
静岡ホビー、イベント情報など、“ふじのくに”
の産業・文化に関するあらゆる情報を書籍や雑
誌に加え、QRコードなどポータルに持ち出せる
情報として発信することで、レンタサイクルや
公共交通と連動し「ヒト・モノ・情報」の交流拠点、
駅直結の「陸の玄関口」として、街めぐりや地
域の回遊性を高めるきっかけをつくります。

静岡県立図書館には、国民の「自由と権利」を守
る民主主義の礎としての使命に加え、葵文庫など
極めて貴重な＜資料体＞を守り次世代に繋ぐ役割
があります。同時に、新しい図書館は広く県全域
の人たちの生涯学習の場、多世代が集う交流拠点
として、豊かな外部空間を有する＜ライブラリー・
カレッジ＞です。＜資料体＞と＜ライブラリー・カ
レッジ＞　が融合した新県立図書館は、「ふじのく
にの知の集積」と「県民のアクティビティ」を象
徴するシンボルとして際立つ存在となります。

樹木板にQRコードを付し、その植物の来歴やメ
ンテナンス情報、さらには館内の書籍に紐づける
など、全体を巡ることで静岡の樹木が理解できま
す。他にも、館内の家具にはデザイナーや材料、
つくられた場所の情報を付与したり、各テラスや
ラボで行われている活動と情報をリンクさせるな
ど、地域活動や産業まで含めた様々なハード・ソ
フト・情報を繋げることで、自らの学びを深める
ことができるフィールドライブラリーです。

地域情報を掘り起こす、ウィキペディア・タ
ウンのような活動を多世代のグループで展開
し、「メディア・ICT」ラボで編集、「ものづ
くりラボ」でブックレット製作を行い、楽し
みながら世代間の情報格差の解消を図るな
ど、様々な連携を誘発します。

中央に位置する <資料体 >の最上部には、図書
館の象徴となる貴重書庫を配置。その下階には、
セキュリティレベルの高い閉架集密書庫を囲う
様に公開書庫を配し、講習を受けた人のみが吹
き抜けに架かるブリッジを渡りアクセス可能と
するなど、同心円状に複数のお堀に守られた駿
府城を暗示した計画です。

立場を超えて静岡の未来を考えたり、地域の
郷土史の編纂について議論したり、中高校生
から高齢者まで老若男女問わず、静岡県の未
来を考える会員が集い、議論し、課題に対し
てじっくりと向き合う場となるサロン空間で
す。ある一定期間、特定の議論の拠点として
必要な書籍を運び込み継続利用可能なプロ
ジェクトルームを併設するなど、県民の自由
な知的活動のシンボルとして、富士山を望む
6階に配置します。

多様な情報アクセスを保障する多文化共生拠点＜サンクチュアリとしての図書館＞

〈読み聞かせの部屋と子どもテラス〉
南に面した読み聞かせの部屋は、窓を解放して自然の風
を感じながらの読み聞かせや、部屋をステージ、テラス
を観客席に見立てて野外ミニシアターの様に使う事も出
来ます。庇で夏の直射は遮り、冬の暖かい陽射しは取り
込みながら、通風もしっかりと確保できる子どもにやさ
しい空間です。 

パーキング
エントランス
パーキング
エントランス

スペースダイアグラムスペースダイアグラム

参加者番号

0 2 2
（様式 13）技術提案書（2次）テーマ 2

0 2 2 . C + A・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計企業体

第 4章　参加者の技術提案書
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0 2 2 . C + A・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計企業体

第 4章　参加者の技術提案書
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0 2 2 . C + A・アイダアトリエ・日建設計（エンジニアリング）設計企業体

第 4章　参加者の技術提案書
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機械設計主任技術者
構造設計主任技術者

電気設計主任技術者

連携

静岡県各関係機関 管理・運営主体

建築設計統括技術者
建築設計主任技術者

コスト管理主任技術者

設
計
体
制

設計コアチーム

ランドスケープデザイン
環境デザイン

防災計画コンサルティング
外装エンジニアリング　など

連携

富士山

日本平駿河湾

新県立中央図書館谷津山

富士山を望む

街を望む

駿河湾を望む

日本平を望む

谷津山を望む 駅からの人を迎え入れる

街からの人を迎え入れる

グランシップ
広場に繋がる

駐車場からの人
を迎え入れる

街を望む

建築設計事務所＋県内設計事務所

４ 豊富な経験を持つ柔軟な統合プラットフォームの構築
・図書館に限らず、庁舎、美術館、体育館、ホールなど、多岐にわたる公共施
設の設計を協働してきた豊富な知見と経験を持つ設計チームを構築します。設
計事務所を中心に、構造・設備・積算業務の熟練した専門家を協力会社として
迎えた設計コアチームに、ランドスケープ・防災計画・環境デザインなどの各
専門技術者を加えた統合プラットフォームを構築します。
・今後の施設の持続性を鑑み、静岡県内の設計事務所との提携も視野に入れ、
発注者や利用団体と対話して、意見を丁寧に取り入れながら、柔軟できめ細か
く、熱意を持った設計体制を構築します。

５ 適切な建設市場動向の把握と柔軟なコストマネジメント
・要求水準書を的確に理解し参照しながら、先々の建設市場動向を見込んだ
目標コストを常に想定し、基本設計段階から実施設計段階の積算業務時のズ
レを最小限に抑えるコスト管理を前倒しで行い、質の高いデザイン・品質向上
・機能向上・工期短縮を目指し、迅速かつ柔軟にマネジメントしていきます。
・設計初期段階から工事予算の分析を始め、意匠・構造・設備・家具什器、
また付帯工事も含め、各分野ごとに予算を細分化することで、目標予算を適宜
詳細に設定します。
・建築設計統括技術者を中心とする設計チーム内の意思疎通の徹底とともに、
クリティカルパスを見定めた発注者への説明を丁寧に繰り返し行います。

６ 理想の施設を実現する設計工程と事業全体工期
・新県立中央図書館整備事業は、短期集中型の非常にコンパクトな工程であ
り、スムーズな業務の推進が求められています。詳細設計に関しては、あく
まで要求水準書をもとに綿密に進め、具体的な空間設計を3D図面に限らない
、模型やスケッチといった様々なツールをもとに発注者である静岡県と共に
調律していくことが最重要と考えます。その上で、持続的で良好な地域拠点
を形成するため、施設を利用する県民の皆様や管理予定者の意見をバランス
よく取り込んでいくことが不可欠と考えます。
・附帯施設の設計、二つの図書館の融合、別途展示設計との調整といった付
加要素を加味し、常に先々を見越した前倒しでの工程を想定します。

静岡の未来を担う文化創造の丘陵
静岡県のランドスケープの一部となり、後世にわたり県民の誇りとなる、この地にしかない「文化創造の丘陵」、としての新県立中央図書館を提案します。
この丘陵は、静岡の未来を担う文化創造の拠点で、県内図書館の中核として知のインフラとしての役割を受け持ちつつ、より多くの県民に親しまれ、静岡の
新たな文化を創造、発信する場所となります。

1 東静岡エリアを形づくるランドスクープに参加する丘陵のような建築

丘陵の形をもつ建物は、街
に飛び出したり、街を招き
入れたり、周囲と様々な関
係をつくります。富士山へ
の眺望を遮らないよう建物
が凹んだり、特別な眺望を
つくるように出っ張ったり
、街への玄関口を形づくっ
たりします。

丘陵は多様な部分から柔らかな全体が出来上がります。新県立図書館も、様々
な機能、性格の場所から組み立てられ、色々な人々との出会い、新しい学びの
可能性を広げます。新たな文化を創造、発信する今までにない新しい図書館、
新しい公共の場所となります。

３ 多様な部分から出来上がる新県立中央図書館

平坦な東静岡地区周辺に点在する丘陵は、太古から古墳や城として使われてお
り、現在は人々の憩いの場所として親しまれています。私たちは「文化創造の
丘陵」として、この丘陵のひとつとなるような新県立中央図書館を提案します
。

部分が集まる構成は、機能配分の要求に対し柔軟な対応を可能にします。

２ 街や富士山と呼応しながら生まれる柔らかな丘陵の形

令和4年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

令和5年度
5月 6月 7月 8月 9月

概
算
１

令和8年度

施
設
完
成

(予定)

基本設計【6ヶ月】

実施設計【15ヶ月】

建築許可【5ヶ月】

計画通知【6ヶ月】
コ
ス
ト
管
理

建設地域の実際の市場動向
や物価を綿密に調査し、コス
ト管理の基盤を構築します

課題と方針を整理。設計内
容の確認と改善をし、積算
図を作図します

積
算
図

市場動向に柔軟に対応し、数量
拾いと値入→仕様調整→図面修
正の流れを迅速に行います

施設規模を考慮し、積算業務の前倒しでの着手を提案

施設規模を考慮し、事前協議の前倒しでの着手を提案

工事
(予定)

基本設計の精度を上げ、計画を概ねFIXする

本設計業務に基づく確かな計
画理解力で、工事監理業務を
全うできると考えます

令和7年度令和6年度

入札
(予定)

本設計業務範囲

入札参加者からの質疑応答に
協力し、迅速に対応します

設
計
工
程 積算1         【4ヶ月】 積算2

内
訳
表

確認・指示 提案・報告対話による相互理解

付帯部分

（様式12）実施方針書 012
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手を広げたような緩やかなくぼみは、駅や緑地広場からの利用者を迎え入れます。異なる素材が複合的に使われ
て、様々な環境、多様なイメージを作り出し、いろいろな年代の人にやさしい外観となります。

建物の中央の大きなくぼみは、街を招き入れ、新県立中央図書館と街をつなぐ街側広場となります。この新しい
タイプの図書館と従来の図書館に囲まれた広場には、館内の賑わいが溢れ出し、人々の参加を促す新しい風景を
つくり出します。

吹き抜けを囲むように、平面的、断面的にスラブが重なりあい、光がさしこむ大きな洞窟の
ような空間が出来上がります。みんなで一緒になれる大空間です。

飛び出す空間に座ると、そのフロアーの他の人から少しだけ離れ、逆にたとえば下に広がる
別のプログラムに近づくことができたりします。風景に向かって飛び出した場所では室内か
ら離れ、風景の中にいるかのように過ごすことができます。

上空を見上げると、空にたなびく雲のように様々なプログラムの場所が浮かんでいます。
いろいろなところに人々が散らばり、新しい人との出会い、新しい学びとの出会いの予感が
満ちあふれています。

駅からのペデストリアンデッキを通り、新県立中央図書館に入ると、従来の図書館のレセプシ
ョンと「街側広場」に迎えいれられます。眼下にはアクティブな学びのスペースが広がり、そ
の先にオープンコラボレーションスペース、そして街の風景が続きます。

内外装には積極的に県で生産・加工された材料を選定し、小
断面部材で構成することで、歩留まりと運送費を抑え、脱炭
素に貢献します。丘陵の裾野はなだらかに、緑地広場や周辺
の街や自然につながります。県民の愛着と誇りの拠り所とな
る公共施設を作ります。

街側から新県立中央図書館にやってくると、新しいタイプの図書館に囲まれた「街側広場」
に迎えいれられ、広場の吹き抜け空間を通して、3階のアクティブな学びのスペース、4階の
エントランス、駅に向かうペデストリアンデッキへとつながります。平面的にくぼんだ「街側
広場」は奥で「駅側広場」に出会います。

風景、街との応答から作られる、丘陵のような外観

丘陵の中に、様々な人の集まり方、人の流れが作り出す内観

新県立中央図書館の外観は、丘陵のようにやわらかで有機的な外
観です。自然の丘が地形や方位により異なる植生でつくられなが
らひとつのまとまった丘と見えるように、この図書館も方位や内
部の機能や場所により異なる複数の素材でつくられます。

東静岡駅
駐輪場

テラスを通っ
て駅から街へ
と直接アクセ
スできます。

駅側広場が、
駅と新県立中
央図書館をつ
なぎます。

駐車場
富士見テラス
の下部は駐輪
場。雨に濡れ
ずに図書館や
駅へアクセス
できます。

ペデストリアンデッキ

駅に向かって大き
く凹み、街に帰っ
てきた人々を迎え
入れます。

スラブを凹ませて敷地
南西にある交差点から
の富士山の眺望を遮ら
ないようにしています。

谷津山テラス
谷津山や静岡の
山並みを望むこ
とができます。

カフェ
緑地広場に面
しており図書
館利用者に限
定しない開か
れたカフェに
なります。

EV駅側広場
ロータリー

カフェ

緑地広場

駅側広場
展望テラス
外に向かって
飛び出したテ
ラスからは富
士山を望むこ
とができます。

東静岡駅

駐輪場

ペデストリアンデッキ

街側広場

街から駅へと
テラスを経由
してアクセス
できます。富
士山を臨むア
プローチとな
ります。

大きな吹き抜
けを通って、
駅接続レベル
までアクセス
できます。

駐車場

独立した多目的ホール
は街に開かれ、広場と
一体となったイベント
利用が可能です。

緑地広場にな
るべく影を落
とさないよう
スラブがセッ
トバックした
形状になって
います。

岬のようなテ
ラスは眺望確
保だけでなく
イベント利用
もできます。

棚田のように
セットバック
していくテラ
スは街への圧
迫感を軽減さ
せます。

街側のエントランス
は大きく吹き抜けた
街側広場で、様々な
エリアに囲まれます。

富士山

街側広場

東南側外観　

北西側外観

012（様式13）技術提案書（２次）[評価テーマ1]  県民の誇りとなる外観・内観デザイン
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機械室

EV

EV

コアによる機能的な垂直動線、
部分をつなぐローカルな動線、
テラスをつなぐ動線によって建
物全体を回遊できます。

② ②①① ③

緑地広場とロータリーと一体と
なった駅側広場が新しいタイプ
の図書館の入口をつくります。

緑地広場

富士山テラス

図書館

東静岡駅

ロータリー

カフェ

閲覧スペース。不定形な平面が、様々な性格の居場所を作り出します。

４ 静岡の街や風景とつながるテラス

２ 知との出会いの場をつくる吹き抜け広場

１ 明快なゾーニング

エリアを横断するように吹き抜けた広場がつくられ、広場
を通して他のエリアを感じられます。利用者への図書館の
敷居を下げ、思いもしなかった学びへの可能性を広げる図
書館を目指します。

人々の多様な集まり方から生まれる新しい図書館、新しい「学び」

低層部に新しい図書館と保存エリア、中高層部に従来の図
書館、その間の駅接続レベルに二つの図書館が共有する
アクティブな学びのスペースと管理エリアを配置します。

利用者がリフレッシュできる様々な大きさの屋外テラス
をつくります。利用者の活動が屋外に広がり、その活動が
街から見えることで賑わいをつくります。また、引き戸に
よって室内の換気を容易にします。

３ 不定形な平面がつくりだす多様な閲覧環境

風景に囲まれて過ごす

みんなでそれぞれ
思い思いに過ごす

平面が不定形であることで、本棚の横に大きさ・方位・見え
る景色が異なる居場所ができます。利用者がその日の目的や
気分に応じて閲覧場所を選ぶことのできます。

引き戸

テラス

広場

◻

◻

◻

不定形のスラブが丘陵のように重なることで、大きな場所、小さな場所、明るい場所、暗い場所など多様な居場所
がつくられ、みんなで集まったり一人離れたり、それぞれの人が思い思いに時間を過ごせる図書館が生まれます。
多様な居場所は、吹き抜けをとおして柔らかく連続し、様々な出会いが生まれ、新しい学びが広がります。
全てのスペースを繋ぐ機能的な垂直動線と、部分を繋ぐローカルな動線、そして、外周のテラスを繋ぐ動線、3種
類の動線が用意されて、来館者は自由に新県立中央図書館を回遊し経験することができます。それぞれの新県立中
央図書館が出来上がります。

新しいタイプの図書館機能
従来の図書館機能

保存エリア
管理・共有エリア

ペデストリアンデッキから図書館に入ると、眼下に新しい図書館と
従来の図書館二つに共有されるアクティブな学びのスペースが広が
り、その真ん中の吹き抜けを通して新しい図書館の活動が見渡せま
す。様々な交流に迎え入れられます。

東静岡駅のプラットフォームから図書館内の人々の活動が垣間見え
ます。新県立中央図書館は、帰宅前にいろいろな利用が可能です。

5階の地域図書コーナーでは、日本平、谷津山、富士山と、周りをぐ
るっと静岡の風景に囲まれながらふじのくにの資料を閲覧できます
。富士山に雲がたなびくようにスラブがかかります。

一般閲覧

児童室
地域資料 一般コーナー

一般閲覧

管理

閉架書庫
閉架書庫

公開書庫 アクティブな学びのスペース

新しい図書館

児童書関連

新しい図書館

駅接続レベル

５ 日常も非日常にも寄り添う丘陵の計画

室内のどこからでもアクセスできるテラスは屋外階段で繋
がれ、丘陵を登り下りするようにまちと図書館をひとつ
ながりに経験できます。万が一のときには安全で速やかな
避難を可能にします。

アプローチテラスを通って、風景を楽しみ
ながら回遊し、駅へアクセスできます。

オープンコラボ
レーション

学びのスペース

事務室

東静岡駅

アプローチ
テラス

南口ロータリー

ペデストリアンデッキ

緑地広場

駐輪場

ペデストリアンデッキ

公開書庫

閉架書庫

レセプション

富士山テラス

閉架書庫

富士山

緑地広場と街をカフェや動線によってひ
とつなぎの経験とします。

緑地広場 公開書庫

地域資料
レセプション・管理

街カフェ
ラウンジ

街からのエントランスである、街側広場は、街に面した6層吹き
抜けの外部空間で、街と東静岡駅をスムーズに繋ぎます。

セミナールーム

ラウンジ

学びのスペース東静岡駅
南口ロータリー 東静岡中央線

エントランス

ペデストリアンデッキ レセプション

多目的ホール

街側広場

多目的ホール

アプローチテラス

街側広場

カフェ

セミナールーム

多目的ラボ

「新しいタイプの図書館機能」と
「従来の図書館機能」が吹き抜
けた学習エリアによりつながり
ます。気軽に利用できるフリース
ペースです。駅側広場

子ども図書研究室

書架/閲覧席

個別研究席

読み聞かせ

サイレントルーム
富士山

書架/閲覧席

書架/閲覧席

地域図書
4Fレセプション

日本平

谷津山

閲覧席 日本平

駿河湾

サイレントルーム学習室

富士山

富士山

谷津山

児童室

床で本を読めるエリア

個別研究席 県史編さん閲覧室

貴重書展示

不定形のスラブが丘陵のように
重なることで、外周に大きさ・
方角・見える景色が様々な閲覧
スペースができます。

各階のスラブがセットバックし
、静岡のランドマークに向かっ
てテラスがつくられます。

展望テラス
書架/閲覧

書架/閲覧
書架/閲覧

管理エリア

閲覧室

閲覧室

ティーンズ

対面朗読室

特集/新着予約棚

カウンター

健康・医療情報

視線の交錯を生む吹き抜け空
間。みんなで一緒になれる大
空間です。

012（様式13）技術提案書（２次）[評価テーマ2 ]  21世紀の知の発進拠点となる図書館計画
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?

?

△1F=GL-350

▽2F=GL+3100

▽3F=GL+6550

▽4F=GL+10000

▽5F=GL+13500

▽6F=GL+17000

▽7F=GL+20500

▽8F=GL+25750

▽9F=GL+32750

▽RF=GL+36250

▽GL±0

管理

閉架書庫

閉架書庫

公開書庫

一般閲覧

地域資料

一般閲覧

一般閲覧

児童室

駅県立中央図書館街

冬

プレキャストコンクリート

アルミパネル

杉板張り

アルミメッシュ

木調ルーバー

夏

アルミパネル

プレキャスト
コンクリート

アルミメッシュ

杉板張り

木調ルーバー

木調パネル

管理

一般閲覧

保存
新しいタイプの図書館

管理動線

管理EV 管理/一般EV 一般EV

木調パネル

0 300 600 900 1,200 1,500 1,800 2,100 2,400
空調 換気 照明 給湯 昇降機

ZEB Ready

0 300 600 900 1,200 1,500 1,800
熱源 一次ポンプ 二次ポンプ 空調機

BEI/AC = 1.003

1.206

1.056

0.854

0.655

0.519

0.488

BEI基準値
0.基準値相当モデル

1.フルハイト窓
2.LowEペア
3.高効率熱源

4.VAV制御
5.回転数制御下限値変更

6.放射冷暖房システム
7.高効率照明器具

8.照明制御
9.照度調整

10.換気ファンINV化

0.基準値相当モデル
1.フルハイト窓

2.LowEペア
3.高効率熱源

4.VAV制御
5.回転数制御下限値変更

6.放射冷暖房システム
空調:1336

空調以外の機械換気:105

照明:459
給湯:15

昇降機:8

0%　　　　　　　　　50%　　　　　　　　100%

快適温度域

外気温変動
①断熱と日射遮蔽で
室温変動を穏やかにする

②最小限のエネルギーで空調を
することで快適温度域にする

テラス

西日を遮る
垂れ壁

西日を遮る
木パネル

ブラウジング席

グループ席

勉強席さまざまな奥行の庇

テラスと一体になる

ブラウジング席

二人席カウンター席

受付カウンター

総合案内

ロビー

EV

街側ひろば

閉架書架

カフェ
車庫スペース 厨房

搬送作業
スペース

EV
EV

EV

駐輪所
上部・富士山テラス

ロータリー

臨時
カウンター

EV

一般閲覧 

一般閲覧 学習コーナー

分かりやすいサイン計画 分類サインも見やすくトータルにデザイン

東日を遮る
垂れ壁

とし、この相反する条件を調停する合理の近傍を探索的に
検討します。次に、効率のよい照明・設備システムを効果
的に導入することで機械が消費するエネルギーを最小化し
ます。本建築は用途によらず建築全体で空調・換気と照明
のエネルギーを削減することが肝となります。建築固有の
エネルギー特性を充分に把握することで、イニシャル・ラ
ンニングコストを抑えつつ、補助金の獲得も視野に入れな
がら、静岡の省エネルギー建築を先導するZEB化公共建築
の実現と静岡CASBEEのSランク取得を目指します。

情報発信
コーナー

ラボ
多目的B

オープン
コラボレーション

駅側ひろば

管理コア

管理・一般
コア

一般
コア ラボ

多目的C

ラボ
多目的D

ラボ
多目的A

ラボ
ICT

ラボ
キッチン

ラボ
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図書館は駅側と街側に開き、人々を招き入れる「ひろば」をつくりだします。グランドレベルで繰り広げられる学びと
交流のアクティビティが街とつながり普段使いの拠り所となります。人々の想像をかきたて創造を育む、今までにない
新しい図書館像を目指します。

[風]本計画地には日
本平を迂回する特徴
的な風が流れます。
この気象条件をもと
に、建築の開口位置
を算出することで、
中間期には丘陵のよ
うな穏やかな風環境
を実現します。例え
ば、建物の短手方向
給排気を行い喚起効
率をアップさせます

AC

快適温度域

外気温変動
①断熱と日射遮蔽で
室温変動を穏やかにする

②最小限のエネルギーで空調を
することで快適温度域にする

BEI基準値のエネルギー消費内訳[MJ/㎡年]

空調:1336

空調以外の機械換気:105

照明:459
給湯:15

昇降機:8

0%　　　　　　　　　50%　　　　　　　　100%

省エネ方策に伴うエネルギー消費の変化（建物全体）[MJ/㎡年]
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空調 換気 照明 給湯 昇降機

ZEB Ready

0 300 600 900 1,200 1,500 1,800
熱源 一次ポンプ 二次ポンプ 空調機

BEI/AC = 1.0
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0.488

0.BEI基準値
1.フルハイト窓

2.外皮性能の向上
3.高効率熱源

4.VAV制御
5.回転数制御下限値変更

6.放射冷暖房システム
7.高効率照明器具

8.照明制御
9.照度調整

10.換気ファンINV化

省エネ方策に伴うエネルギー消費の変化（空調）[MJ/(㎡年)]

0.BEI基準値
1.フルハイト窓

2.外皮性能の向上
3.高効率熱源

4.VAV制御
5.回転数制御下限値変更

6.放射冷暖房システム

**による効果は未計上

設計変更の度に計算を行います

丘陵に編み込まれた＊＊は，快適かつ多様な環境を創出します．また，運用時だけでなく生産工程においてもエネ
ルギーを削減することでカーボンニュートラルに貢献します．＊＊の形態は，建築家による美学を中枢に据えた上で，
光・熱・風環境の観点から適切なチューニングを施すことで，空間でなされる行為と環境を調和する形態へと進化
させます．本建築は，①はじめに建築に十分な外皮性能を確保した上で，光・熱・風といった物理現象の関係を丁寧
に読み解き，夏季は壁面の日射遮蔽，冬季は床面に落ちる直達光の影響を抑えつつ，200 ～ 300lx 程度の安定した照
度の確保と光環境の多様性・偏在性を目的として，この相反する条件を調停する合理の近傍を探索します．②次に，
効率のよい設備システムを効果的に導入することで機械が消費するエネルギーを最小化します．基本計画の段階か
らエネルギー計算モデルを導入することで，静岡の気候特性を反映した本建築固有のエネルギー消費傾向を捉え，
本計画ならではの効果的な省エネ方策を盛り込みます．イニシャル・ランニングコストを抑えつつ，補助金の獲得
も視野に入れながら，静岡の省エネルギー建築を先導する ZEB 化公共建築の実現を目指します．

本建築は，空調によるエネルギー消費が全体の 70% を占めます．こ
のため，第一に，** による日射遮蔽を含む外皮性能の向上を図り，こ
れに高効率な空調設備を組み合わせることで空調のエネルギーを単独
で半減させます．さらに，照度計算を基礎とした効果的な照明制御技
術の導入により，照明のエネルギー消費を 45%まで落とします．

1. 方位に注意しながらフルハイトの窓を配置して十分な眺望を確保します
2. Lowεペアガラスによって熱負荷を低減するとともに紫外線を軽減します

8. 明るさセンサで窓から取り込んだ日射エネルギーを検知することで，
　照明の発光を最小限度に抑え，照明のエネルギー消費を削減します

5. 回転数制御の下限値を30%まで引き下げることで，極低
　負荷時にも水と空気のエネルギー搬送効率を向上させます
　

3. 水の蒸発冷却を応用した超高効率ヒートポンプで冷温水製造に費やす
　電気エネルギーを最小化します
6. 放射冷暖房システムを導入することで
　1）熱搬送効率を向上させます
　2）太陽エネルギーを暖房に活用します
　3）居住域空調で大空間空調エネルギーを削減します

4. 可変風量制御によって必要な領域のみを効果的に空調することで，
　ファンの搬送動力を半減させます

7. 発光効率160 lm/W以上の高効率照明器具を中心に導入することで
　照明エネルギー消費を削減します

9. 室内をすべて均一に750 lxで照らすのではなく，ラウンジ，公開書庫，
　閉架書庫の別や、領域ごとのアクティビティの違いを適切に反映した
　照度とすることで照明エネルギーを削減します

4. 全熱交換器で排気からエネルギーを回収することで，
　外気負荷を60%削減します

10. 厨房などの大型ファンを中心にインバータを導入することで
　  搬送動力を削減します

○環境を編む

STUDY_C_設計案 STUDY_A STUDY_B STUDY_B STUDY_D STUDY_E STUDY_F STUDY_G

夏季
壁面

日射量

冬季
直達光
割合
床面

照度分布
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特徴 偏在性を高めた 1.16E+08 日射量を抑えつつ
偏在性を高めた 直達光と 9.45E+07 8.84E+07日射量と直達光を

抑えた
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8218[kWh/日]
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＊＊なし案

日射量が大きい 眺望を確保しながら
日射量を削減

本計画地には日本平を
迂回する特徴的な風が
流れます．この気象条
件をもとに，建築の開
口位置を算出すること
で，中間期には丘陵の
ような穏やかな風環境
を実現します．
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丘陵に編み込まれた＊＊は，快適かつ多様な環境を創出します．また，運用時だけでなく生産工程においてもエネ
ルギーを削減することでカーボンニュートラルに貢献します．＊＊の形態は，建築家による美学を中枢に据えた上で，
光・熱・風環境の観点から適切なチューニングを施すことで，空間でなされる行為と環境を調和する形態へと進化
させます．本建築は，①はじめに建築に十分な外皮性能を確保した上で，光・熱・風といった物理現象の関係を丁寧
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度の確保と光環境の多様性・偏在性を目的として，この相反する条件を調停する合理の近傍を探索します．②次に，
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も視野に入れながら，静岡の省エネルギー建築を先導する ZEB 化公共建築の実現を目指します．

本建築は，空調によるエネルギー消費が全体の 70% を占めます．こ
のため，第一に，** による日射遮蔽を含む外皮性能の向上を図り，こ
れに高効率な空調設備を組み合わせることで空調のエネルギーを単独
で半減させます．さらに，照度計算を基礎とした効果的な照明制御技
術の導入により，照明のエネルギー消費を 45%まで落とします．

1. 方位に注意しながらフルハイトの窓を配置して十分な眺望を確保します
2. Lowεペアガラスによって熱負荷を低減するとともに紫外線を軽減します

8. 明るさセンサで窓から取り込んだ日射エネルギーを検知することで，
　照明の発光を最小限度に抑え，照明のエネルギー消費を削減します

5. 回転数制御の下限値を30%まで引き下げることで，極低
　負荷時にも水と空気のエネルギー搬送効率を向上させます
　

3. 水の蒸発冷却を応用した超高効率ヒートポンプで冷温水製造に費やす
　電気エネルギーを最小化します
6. 放射冷暖房システムを導入することで
　1）熱搬送効率を向上させます
　2）太陽エネルギーを暖房に活用します
　3）居住域空調で大空間空調エネルギーを削減します

4. 可変風量制御によって必要な領域のみを効果的に空調することで，
　ファンの搬送動力を半減させます

7. 発光効率160 lm/W以上の高効率照明器具を中心に導入することで
　照明エネルギー消費を削減します

9. 室内をすべて均一に750 lxで照らすのではなく，ラウンジ，公開書庫，
　閉架書庫の別や、領域ごとのアクティビティの違いを適切に反映した
　照度とすることで照明エネルギーを削減します

4. 全熱交換器で排気からエネルギーを回収することで，
　外気負荷を60%削減します

10. 厨房などの大型ファンを中心にインバータを導入することで
　  搬送動力を削減します
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垂壁 年間日射量

垂壁なし案

設計案

仕様変更によるエネルギー消費の変化(空調)

仕様変更によるエネルギー消費の変化

1 放射冷暖房システムの導入
熱運送効率の向上/太陽エネルギーの暖房活用/居住域空調で空調エネルギー削減

2 LowEペアガラス
方位に注意しながら窓を配置し眺望を確保しつつ、熱負荷や紫外線を低減

5 適切な照明計画
センサーにより発光を最小限に抑え、160lm/W以上の高効率器具を導入、室内
を750lxで均質化せず、プログラムに応じた照度とし照明エネルギーを削減

3 超高効率ヒートポンプの導入
水の蒸発冷却を応用し、冷温水製造に費やす電気エネルギーを最小化

4 全熱交換器の導入
排気からエネルギーを回収することで外気負荷を60%削減

6 搬送動力の削減
可変風量制御により空調領域を限定し、ファンの搬送動力を半減/厨房など大型
ファンを中心にインバーターを導入し搬送動力を削減基準モデルのエネルギー消費内訳

静岡県産のファサード材
アルミやプレキャストコンクリ
ートや杉など県産の素材の地産
地消を目指します。外観に静岡
の特色が表れ、県民が愛着と誇
りを持てる外観となります。

垂壁や腰壁による日射の制御
方角や日射、眺望など様々な条
件から素材を変え、丘陵のよう
な有機的な外観とします。垂壁
や腰壁や木調ルーバーなどの計
画により、夏は室内への日射を
遮り、冬は日射を取込み、年間
を通した室内環境への負荷を最
適化させます。また本の日焼け
を防ぎます。

模型によるファサードのチューニング 光・熱・風など環境の物理現象による影響から垂壁・腰壁及び素材配置のチューニングを行う。

studyA

studyB

ラボの活動が街か
ら見え、賑わいが
街に波及します。

イベントによって
は広場に開放する
ことができます。

街側エントランス

スタッフ用出入口
専用のコアで管理
フロアにアクセス
します。

夏季

冬季

テラス席

テラス席

テラス席

多目的
ホール

4 さまざまな場所がある、新しいタイプの図書館機能

子供から高齢者まで様々な人が、色々な
快適性を見つけて、思い思いの場所で過
ごすこのとできる環境を作ります。
フロアには段差がなく直接エレベーター
で行ける計画とします。各フロアはワン
ルーム空間とすることで、移動のしやす
い環境とします。

わかりやすいサイン計画で、国内外の人
々がストレスなく利用できるようにしま
す。どこに居ても景色が見えるので、自
分のいる場所が容易にわかります。

年間を通じた光環境のシミュレーション
をし、室内への紫外線と赤外線の入り方
を見極めて書架や家具の配置をします。
書架は基本的に環境に左右されることの
ない場所に配架することで、大切な蔵書
の劣化を防ぎます。

3 本にも人にもやさしい環境づくり

1 地域の人々の普段の道となる丘陵
子供から高齢者まで様々な人々が思い思いに快適に使える図書館

2 利用者にも、働く人にもわかりやすい図書館
利用者、働く人、両者に分かりや
すいゾーニング計画とします。下
階の新しいタイプの図書館と上階
の従来の図書館の中間に管理部門
を配置します。無駄のない、効率
よくサービスのできる諸室配置と
します。

図書館を通り抜けて、街から駅へと行く
ことができます。地域の人々の普段の通
り道になります。

自然環境の解析を元に建築形態を調整
静岡県を象徴する丘陵のような建物は、快適かつ多様な環
境を創出します。また、運用時だけでなく生産工程におい
てもエネルギーを削減することで脱炭素に貢献します。そ
の形態は光・熱・風環境の観点から適切にチューニングさ
れ、環境と調和した形態へと進化します。はじめに建築に
十分な外皮性能を確保した上で、光・熱・風といった物理
現象の関係を丁寧に読み解き、夏季は壁面の日射遮蔽、冬
季は床面に落ちる直達光の影響を抑えつつ、200〜300lx程
度の安定した照度の確保と光環境の多様性と偏在性を目的

1 脱炭素社会の実現に向けた環境にやさしい施設計画
環境にやさしい図書館

[光と熱]スラブや垂壁形状を操作し夏季の日射遮蔽、冬季の日射取得の両側面から最適な形状を検討します。プログラム解析によっ
て数千通りの中から最適解を見つけ、設計変更の度に再計算を可能にします。

環境に配慮した計画
本建築は、空調及び換気によ
るエネルギー消費が全体の75
%を占めるため、ZEBーReady
の条件を満たすための熱源・
空調設備システムを詳細に検
討することによってBEI＜0.5
となることを確認しました。

2 熱負荷を低減させる県内産業を用いたファサード計画

イベント時
のみ開放

ラボに関連した書籍の本棚です。気軽に
ラボに立ち寄れる仕掛けをつくります。

中央の吹抜を介して異なる活動が垣間見
え、交流と賑わいを促します。

駅側エントランス

（様式13）技術提案書（２次） [評価テーマ4]  脱炭素社会の実現に向けた環境にやさしい施設計画 012[評価テーマ3]  県民にやさしく、使い勝手の良い施設計画
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（様式13）技術提案書（２次）[評価テーマ5]  概算工事費の合理性と設計時における建設コストの管理

１ データに基づくコスト目標設定

３ IC(イニシャルコスト)とLCC(ライフサイクルコスト)削減のための導入項目

790,898,000
790,898,000
189,800,000
130,398,000
108,850,000
361,850,000
166,102,000
23,726,940

142,375,060
957,000,000

95,700,000
1,052,700,000

② 附帯施設整備費
Ⅰ．直接工事費

(1)　附帯施設工事
 1.　駐車場

 2.　駐輪場
3.　外構･緑地
4.　ペデストリアンデッキ EV含む

Ⅱ．共通費
(1)共通仮設費
(2)諸経費

Ⅲ．合計　（工事価格）
Ⅳ．消費税等相当額
Ⅵ．税込み総合計　（工事費）

税込当り

1,274,000,000
1,274,000,000

259,000,000
555,800,000
459,200,000
184,000,000
20,384,000

163,616,000
1,458,000,000

145,800,000
1,603,800,000

Ⅰ．直接工事費
(1)　備品家具工事
 1.　備品家具

2.　開架書架
3.　閉架書架

Ⅱ．共通費
(1)共通仮設費
(2)諸経費

Ⅲ．合計　（工事価格）
Ⅳ．消費税等相当額
Ⅵ．税込み総合計　（工事費）

③ 備品家具購入費(書架含む)
税込当り

① 図書館本体施設整備費
税込当り

Ⅰ．直接工事費
(1)　建築工事

1.　直接仮設
　 （仮設 計）
 2.　土工
 3.　地業

4.　鉄筋
5.　コンクリート
6.　型枠
7.　鉄骨
（構造 計）
8.　既製コンクリート
9.　防水
10.　石
11.　タイル
12.　木工
13.　屋根及びとい
14.　金属
15.　左官
16.　建具･カーテンウォール
17.　塗装
18.　内外装
19.　ユニット及びその他
（仕上 計）
20.　発生材処理
（発生材 計）

(2)　電気設備工事
(3)　空調設備工事
(4)　給排水設備工事
(5)　昇降機設備工事

Ⅱ．共通費
(1)共通仮設費
(2)諸経費

Ⅲ．合計　（工事価格）
Ⅳ．消費税等相当額
Ⅵ．税込み総合計　（工事費）

9,994,140,000
7,130,840,000

198,390,000
198,390,000
179,830,000
264,370,000
272,520,000
288,880,000
243,290,000

2,463,260,000
4,118,600,000

205,440,000
68,130,000
4,590,000
8,670,000

145,350,000
244,340,000
369,440,000
22,280,000

1,229,790,000
53,650,000

560,940,000
177,120,000

2,683,290,000
130,560,000
130,560,000

1,266,330,000
1,140,460,000

383,010,000
73,500,000

1,780,860,000
389,771,460

1,391,088,540
11,775,000,000

1,177,500,000
12,952,500,000

合理的な概算工事費設定と建築物から得られる効用を最大限に向上させるコスト管理
継続的に上昇傾向をたどる建設市場動向を鑑み、また本業務の工事着工は2年後を予定していることから、要求水準書
に記載の概算工事費限度額に対して、将来の物価・労務単価変動への対応を想定した予備費を見込んだ工事費としま
す。こうしたコスト目標の設定が、後戻りのないコスト管理を可能とし、投資コストに対してアウトプットとなる建
築物から得られる効用を最大限に向上させると考えます。

２ コスト目標を効果的に達成するPDCAサイクル

４ 安全でフレキシブルな基礎免震構造と、意匠性と合理性を両立する混構造の架構

大地震後においても、建物本体・設備機器・家具の転倒
等の被害を生じず、図書館機能を継続利用が可能な基礎
免震構造を採用します。 
上部架構は約9mグリッドに柱を設け、効果的にスパン可
能な板厚450㎜のRCボイド付きフラットスラブ構造を採
用し、階高を抑える合理的な架構計画とします。床下に
梁型が無いため設備への制約がなく、将来的な変更に対
するフレキシビリティを担保します。 
一般部の柱サイズはφ200~φ500程度とし、支えるフロ
アの重量に応じて合理的なサイズとします。 
3か所のコア部に加え、末広がり状のブレースをバランス
良く設けることで、転倒モーメントを抑制し、水平力を
免震層まで伝達します。免震層は球面すべり支承を採用
し、上部構造の将来的な積載荷重の変化に対してもフレ
キシブルに対応できる計画とし、また、免震層の掘削深
を最低限にする計画とすることで、工期短縮・コスト削
減を図ります。

① 図書館本体施設整備費

② 附帯施設整備費

③ 備品家具購入費

計

11,775,000,000

957,000,000

1,458,000,000

14,190,000,000

1,177,500,000

95,700,000

145,800,000

1,419,000,000

12,952,500,000

1,052,700,000

1,603,0800,000

15,609,000,000

工事価格(税抜) 消費税等相当額 工事価格(税込)

コスト管理目標を設定し
て、それを達成するた
めのプロセスを決める
(目標の決定、目標達成
方法の決定、コスト管
理ツールの決定)

コスト管理計画に基づ
いて実行する。
(有効なコスト計画の設
計への反映、設計計画
に基づくコスト算定)

目標と実施結果との差
異分析を行い要因をチ
ェックする

コスト管理プロセスの
継続的改善・向上に必
要な措置を実施する
(問題点の改善・向上を
図る)

・コスト管理は、コスト目標を設定し、その達成を図る一連
のマネージメントと考えます。コスト目標を効果的に達成す
るため、計画(プランニンング)と統制(コントロール)の統合
を図り、コスト管理のためのPDCAサイクルを回すことで、
コスト管理の改善と向上を、基本・実施設計の各段階毎に常
に心がけます。
・綿密な発注者との報告・確認業務を実施します。工事費増
が予想される要素が確認された場合、条件の整理や物決めの
タイミングといった工程管理や、代替えVE・CDの提案等を
検討を早期に行い、効果的なコスト管理を図ります。

・コスト管理主任技術者の豊富な実績に基づく保有デ
ータベースと、同規模の図書館の複数事例をもとに、
現時点での適正な工事費を算出しています。
・国土交通省の公開している建設工事費デフレーター
と設計労務単価の分析から、継続的な資材費と労務単
価の上昇が読み取れるため、今後の更なる高騰の可能
性を考慮し、想定されている総工事費に対して、将来
対応可能なコスト目標設定を現時点においては行いま
す。また、設計業務中には細やかな市場動向の確認を
行うことで、柔軟かつ迅速に設定を更新します。

イニシャルコスト削減 ランニングコスト削減
建材スケールメリットの追求
使用する建材や機器の種類をできる限り限定
一般普及品建材の選択
競争原理が働く建材の選定による単価の抑制
躯体と内装材の数量低減
適正な階高の設定と効率的な設備機器等の配置を徹底
主体構造と設備機能が分離した計画
設備機器や配管更新時に主体構造が干渉しない計画
現場塗装品等の縮減検討
現場での作業項目縮減による仮設費の低減と効率化

メンテナンス・バリアフリー対策による保守費低減
機器・計測器等を脚立で点検交換できる配置計画
機器の互換性向上による維持管理費の低減
機器類の耐久性を規格化し同一仕様の物を積極採用
自然環境エネルギーの有効利用による光熱費低減
太陽光・自然風・雨水といった自然エネルギーの利用
大型機器のメンテナンス作業動線を考慮した計画
チラー・キュービクル等の大型機器の適切な配置計画
人的管理費を縮減する設備システム
機器類の集中管理への配慮と各種自動センサーの導入

構造解析図  長期軸力 構造解析図  地震時軸力

架構ダイアグラム

球面すべり
支承

ボイド
フラット
スラブ

鉄骨柱+
末広がり状
鉄骨ブレース

コア２ コア１

コア３

杭(SC/PHC杭)

ボイド
フラット
スラブ

集密書架(保存エリア)の荷重に対
応するため、直下の二層は9mグ
リッドの中央に柱を追加

基礎免震
(球面すべり支承)

012012
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